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こ
の
概
報
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
「
藤
原
宮
山
土
木
簡
内
」（
一

九
八
三
年
五
月
）
以
後
、
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
行
な
っ
た

発
如
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録

し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
藤
原
宮
第
三
七
・
三
七
－
六
・
四

一
次
調
査
（
以
上
藤
原
宮
）、
藤
原
宮
第
四
七
・
五
〇
（
西
）・
五

四
－
一
次
調
査
（
以
上
藤
原
京
）、
和
田
廃
寺
第
三
次
調
査
、
橘
寺

の
調
査
で
あ
る
。
以
上
の
他
に
石
神
遺
跡
第
五
次
調
査
、
藤
原
宮
第

四
一
・
四
七
・
五
〇
（
西
）・
四
八
－
三
次
調
轟
で
出
土
し
た
木
簡

以
外
の
文
字
資
料
に
つ
い
て
も
主
な
も
の
を
付
載
し
た
。

次
に
木
簡
等
の
出
土
地
点
と
状
況
に
つ
い
て
略
述
す
る
が
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
当
該
年
度
の
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」

「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
」
等
に
よ
ら
れ
た
い
。

な
お
、
こ
の
概
報
に
つ
い
て
は
従
来
藤
原
宮
出
土
の
木
簡
が
大
部

分
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
「
藤
原
宮
出
土
木
簡
」
と
題
し
、
正
式

名
称
の
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
介
出
土
木
簡
概
報
」
を
副
題
と
し

て
き
た
が
、
今
回
は
藤
原
京
や
飛
鳥
の
諸
寺
出
土
の
木
簡
が
多
く
、

こ
の
ま
ま
の
題
で
は
不
適
切
で
あ
る
の
で
、
後
む
の
題
だ
け
を
掲
げ

る
こ
と
に
す
る
。
今
後
藤
原
宮
出
土
木
簡
の
み
を
収
載
す
る
場
合
も

こ
れ
を
継
続
し
、「
藤
原
寓
出
土
木
簡
」
の
名
称
は
用
い
な
い
こ
と

に
す
る
。

1

1

1

1

一
、
木
簡
等
出
ｈ
の
地
点
と
状
況
’

藤
原
宮
第
三
七
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｋ
－
Ｆ
区
）

一
九
八
三
年
八
月
？
匸
一
月

本
調
査
圸
は
藤
原
宮
の
西
面
で
、
宮
の
東
西
中
軸
線
上
の
西
面
中

門
推
定
地
お
よ
び
西
面
外
濠
地
域
で
あ
る
。
而
耕
は
Ｉ
〇
〇
八
㎡
で

あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
酉
面
人
垣
と
外
濠
で
、
予
想
さ
れ

た
酉
而
中
門
は
後
匣
の
削
平
を
う
け
て
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

他
に
は
藤
原
宮
期
以
後
の
外
戸
や
上
坑
が
あ
る
。
木
簡
は
外
濠
か
ら

二
点
出
上
し
た
。

大
垣
Ｓ
Ａ
二
瓦
八
は
調
査
区
南
端
で
四
問
分
の
哇
掘
形
を
検
出
し

た
。
西
而
中
門
は
険
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
垣
の
哇
掘
形
が
と
ぎ

れ
る
所
か
ら
北
が
巾
門
跡
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
の
中
軸
線

と
今
回
険
出
し
た
人
埴
の
北
端
ま
で
。の
距
離
を
北
へ
折
り
返
す
と
南

北
三
〇
・
四
ｍ
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
宮
城
門
と
同
規
模
の

門
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

西
面
外
濠
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
は
人
埴
の
西
方
匸
二
ｍ
に
あ
り
、
北
流
す

る
。
現
状
で
は
後
世
の
氾
濫
や
浸
食
に
よ
り
東
岸
が
か
な
り
広
が
っ

て
い
る
が
、
当
初
は
他
の
外
濠
と
同
じ
く
瓦
・
瓦
ｍ
ｌ
六
・
〇
ｍ
程

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
深
さ
は
二
・
一
ｍ
で
あ
る
。
宮
の
廃
絶
後
、

Ｉ

Ｊ

ｊ



濠
の
中
火
付
近
に
南
北
に
シ
ガ
ラ
ミ
が
作
ら
れ
、
そ
の
西
で
は
堆
砧

が
固
定
し
た
ら
し
い
が
、
瓏
で
は
水
流
が
阿
度
も
流
路
を
変
え
て
流

れ
た
。
濠
は
Ｉ
〇
ほ
紀
木
頃
に
は
埋
没
し
た
ら
し
い
。
総
じ
て
藤
原

宮
時
代
の
辿
物
は
乏
し
く
、
出
上
土
器
の
七
〇
％
は
奈
良
時
代
前
半

の
も
の
で
、
平
安
時
代
の
も
の
も
混
じ
る
。
木
簡
は
、
一
点
は
雌
下

屑
の
シ
ガ
ラ
ミ
設
定
以
前
の
層
で
検
出
し
た
が
、
こ
れ
は
奈
良
時
代

か
藤
原
宮
期
に
入
る
の
か
は
決
定
で
き
な
い
。
小
断
片
で
文
字
は
判

読
で
き
な
か
っ
た
。
他
の
一
点
は
シ
ガ
ラ
ミ
付
近
か
ら
山
上
し
た
も

の
で
、
奈
良
時
代
の
可
能
性
が
あ
る
。

他
の
遺
物
と
し
て
は
、
上
器
、
瓦
の
ほ
か
、
円
而
硯
、
上
馬
、
銭

貨
（
和
同
開
珎
・
神
功
開
宝
・
隆
平
永
宝
・
富
寿
神
宝
・
饒
隘
神
宝
）、

帯
金
具
、
鉄
釘
、
鉄
棒
、
多
足
机
等
が
出
上
し
、
黒
埀
‥ヒ
器
で
は

「
宮
」
と
記
し
た
も
の
が
六
点
あ
る
。

藤
原
宮
第
三
七
一
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
区
）

一
九
八
三
年
八
月
’ｌ
九
月

本
調
査
圸
は
宮
の
西
南
方
に
当
た
り
、
南
外
濠
と
六
条
大
路
北
側

溝
と
の
間
の
外
周
帯
と
仮
称
し
て
い
る
空
閨
地
内
で
、
一
部
大
路
北

側
搬
も
含
ん
で
い
る
。
面
積
は
六
三
〇
㎡
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
南
北
溝
一
条
と
井
戸
一
基
で
あ
る
。
木

簡
は
井
戸
か
ら
一
点
出
上
し
た
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
六
〇
は
西
二
坊
坊
問
路
の
中
軸
線
の
位
置
に
ほ

ぼ
一
致
し
、
幅
丘
～
六
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
四
ｍ
で
、
宮
の
外
濠
と
同
規

模
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
南
町
外
濠
へ
注
ぐ
京
内
の
基
幹
排
水
路

と
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
四
六
一
は
Ｓ
Ｄ
三
四
六
〇
の
西
一
四
ｍ
の
と
こ
ろ
に

あ
り
、
深
さ
二
・
六
ｍ
で
、
井
戸
枠
が
六
’ｔ
七
段
残
っ
て
お
り
、
井

厄
絹
で
、
東
西
九
瓦
９

南
北
ヒ
ハ

四
あ
る
。
埋
匕
は
灰
色
粘
質
上

で
、
そ
の
中
か
ら
木
簡
が
一
点
出
土
し
た
。
他
に
遺
物
は
少
な
く
、

弥
生
式
Ｌ
器
片
、
ヒ
皀
紀
末
頃
の
上
器
片
が
あ
る
。

藤
原
宮
第
四
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｆ
－
Ｂ
区
）

一
九
八
四
年
四
月
～
一
〇
月

本
調
査
地
は
大
極
殿
の
束
北
で
、
内
裏
外
郭
塀
の
朿
約
四
〇
ｍ
、

宮
朿
而
大
垣
の
西
方
二
二
〇
ｍ
に
当
た
る
東
方
官
衙
地
域
で
、
面
倣

は
匸
一
六
〇
㎡
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
宮
期
の
約
匸
一
・
七
ｍ
離
れ
て
並

行
す
る
二
条
の
掘
立
柱
東
西
塀
で
、
長
さ
五
〇
ｍ
以
上
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
東
端
で
南
と
北
に
Ｌ
字
状
に
曲
り
発
掘
区
外
に
延
び
る
。
こ
の

塀
は
南
北
二
つ
の
官
衙
ブ
ロ
ッ
ク
を
区
画
す
る
塀
と
み
ら
れ
、
北
堺

２ －



今

Ｓ
Ａ
三
六
三
〇
の
北
と
南
塀
Ｓ
Ａ
三
六
三
二
の
南
が
官
衙
内
で
あ
り
、

両
塀
の
間
は
通
路
で
あ
ろ
う
。
こ
の
狸
の
塀
と
し
て
は
宮
内
で
は
じ

め
て
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
の
遺
構
と
し
て
は
。
孚
安
時

代
の
小
規
模
建
物
や
塀
・
井
戸
、
古
墳
時
代
の
、
角
柱
を
用
い
棟
持

柱
を
持
つ
総
柱
建
物
や
搬
等
が
あ
る
。

造
物
は
、
木
簡
・
墨
書
土
器
・
瓦
・
須
恵
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
杯
・
緑

釉
陶
器
・
新
羅
上
器
・
滑
石
製
石
鍋
・
銭
訝
（
抻
功
開
宝
）
等
が
あ

る
。
坐
占
土
器
は
平
安
時
代
初
頭
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
六
瓦
程
か
ら
出
七

し
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
東
西
塀
Ｓ
Ａ
三
六
三
〇
の
三
個
の
住
掘
形
中
か
ら
三
点
、

東
西
塀
よ
り
占
い
ヒ
匣
紀
後
半
の
七
坑
Ｓ
Ｋ
三
六
四
七
か
ら
一
点
出

丸
し
た
。
掘
形
中
の
も
の
は
断
片
や
削
屑
で
、
う
ち
一
点
は
企
く
挧

読
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｋ
三
六
四
七
出
Ｌ
の
も
の
は
長
さ
四
斤
・
斤
９

幅
四
・
二
心
あ
り
、
曲
物
用
材
の
よ
う
な
薄
い
皈
で
、
表
衷
に
心
痕

が
あ
る
が
、
腐
触
が
甚
だ
し
く
判
読
不
能
で
あ
る
。

藤
原
宮
第
四
七
次
・
五
〇
次（
西
）調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｃ
－
Ｎ
・
６
Ａ

Ｊ
Ｄ
－
Ｈ
区
）
　一
九
八
瓦
年
一
一
月
？
一
儿
八
六
年
匸
一
月

橿
原
市
木
之
本
町
の
香
久
山
西
麓
に
お
い
て
肖
研
究
所
飛
鳥
藤
原

宮
跡
発
掘
調
轟
部
の
新
庁
舎
建
設
の
た
め
一
九
八
瓦
年
の
第
四
μ
・

－

１

Ｊ

Ｉ

Ｉ

ｊ

。

ｉ

４

四
六
次
訓
合
に
続
い
て
第
四
ヒ
次
・
屁
○
次
（
西
）
調
査
を
行
な
っ

た
。
庁
舎
予
定
圸
は
総
而
積
二
〇
〇
〇
〇
㎡
で
、
ほ
ぼ
藤
原
京
左
京

六
条
三
坊
の
束
北
坪
と
東
南
坪
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
第
四
七
次
・

丘
○
次
（
西
）
調
査
圸
は
庁
舎
予
定
地
西
よ
り
で
、
六
条
三
坊
の
中

心
部
お
よ
び
東
北
坪
西
南
部
に
当
た
る
。
両
調
だ
地
は
東
西
に
接
し

て
お
り
、
而
倣
は
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〇
㎡
で
あ
る
。

第
四
瓦
次
か
ら
第
丘
○
次
ま
で
の
調
杏
の
所
見
を
簡
略
に
述
べ
る

と
、
辿
構
は
占
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
あ
り
。
そ
の
う
ち
藤
原

宮
期
は
Ａ
・
Ｂ
二
時
期
に
人
別
で
き
る
。

Ａ
期
は
道
路
と
区
画
の
塀
を
中
心
と
し
た
時
朗
で
、
束
三
坊
坊
間

路
、
六
条
条
闇
路
、
坪
の
周
開
を
限
る
塀
、
坪
を
東
西
あ
る
い
は
南

北
に
こ
分
す
る
塀
な
ど
で
あ
る
。
坊
間
路
は
八
二
ｍ
、
条
問
路
は
六

〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
条
闇
路
は
想
定
匳
置
よ
り
約
一
四
ｍ
北
に

あ
る
。
両
路
は
調
心
地
西
端
で
交
差
す
る
。
姓
物
は
、
東
南
坪
に
小

規
杖
建
物
『
棟
、
東
北
坪
に
三
棟
あ
る
。
こ
の
ごＩ棟
の
建
物
は
柱
筋

を
揃
え
る
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

条
間
路
の
北
に
は
東
西
人
溝
Ｓ
Ｄ
四
匸
二
〇
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に

も
存
続
す
る
。
調
査
圸
東
端
の
６
久
山
に
近
接
す
る
付
近
に
は
幅
｝

儿
ｍ
以
Ｌ
、
深
さ
Ｉ
・
。一
ｍ
の
南
北
人
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
四
三
が
あ
り
、

束
三
坊
大
路
想
定
位
置
に
当
た
る
が
、
人
規
杖
で
あ
る
こ
と
か
ら
藤

３

ｉ

¶

｜
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｜
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原
京
の
朿
堀
河
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
亢
の
瓏
西
人
溝
Ｓ
Ｄ
四
一

三
〇
は
こ
の
Ｓ
Ｄ
四
一
四
三
に
接
続
す
る
。

Ｂ
期
は
道
路
や
区
画
の
塀
が
大
き
く
改
め
ら
れ
。
大
規
模
な
建
物

が
整
然
と
配
さ
れ
て
坊
内
の
利
川
状
況
が
一
変
す
る
時
刻
で
あ
る
。

ま
ず
条
間
路
・
坊
問
路
や
、
東
南
坪
を
南
北
に
分
け
る
塀
は
廃
さ
れ
、

東
北
坪
・
東
南
坪
と
も
坪
内
を
朿
西
に
二
分
す
る
南
北
塀
Ｓ
Ａ
四
三

二
〇
よ
り
西
が
一
体
の
も
の
と
し
て
利
川
さ
れ
、
東
半
部
は
空
閑
地

と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

建
物
は
、
坊
間
路
・
条
間
路
が
交
差
し
て
い
た
位
置
の
や
や
南
の

位
置
で
、
坊
の
中
心
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
七
間
×
三
間
の
身
舎
に
七

庇
の
つ
い
た
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
厶
Ｏ
Ｏ
Ｏ
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に

八
棟
の
東
西
棟
建
物
や
南
北
棟
建
物
が
整
然
と
並
ぶ
。
Ｓ
Ｂ
丘
Ｏ
Ｏ

Ｏ
は
こ
の
建
物
群
の
正
殿
と
み
ら
れ
、
前
殿
や
脇
殿
に
相
当
す
る
と

み
ら
れ
る
建
物
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
群
は
正
殿
が
坊
の
中
心
部
に
来
る
の
で
、
一
坊
全

体
の
占
地
に
基
く
配
置
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
坊
の
占
地
は
藤
原
京

で
は
初
め
て
の
検
出
例
で
あ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
明
確
で
は

な
い
が
、
一
応
官
衙
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
占
地
を
と
る
京
内
官
衙
は
何
で
あ
る
か
、

そ
の
京
内
で
の
位
置
も
含
め
て
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

l 、

f

次
に
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
人
規
模
な
区
画
施
設
や
惟
然
と
し
た

建
物
群
は
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
な
お
建
物
Ｔ
Ｕ
棟
が
検
出
さ
れ
て

お
り
、
引
続
き
重
要
地
域
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

調
査
地
南
方
で
は
塀
と
海
に
よ
る
方
形
区
画
内
に
南
北
に
並
ぶ
二

棟
の
束
西
棟
建
物
を
配
置
し
て
お
り
、
北
方
で
は
総
搾
の
介
庫
風
建

物
や
、
東
西
に
並
ぶ
小
建
物
が
あ
る
。
ま
た
藤
原
京
Ａ
期
以
来
の
東

西
大
排
Ｓ
Ｄ
四
匸
二
〇
が
こ
の
時
代
に
も
存
続
し
て
お
り
、
そ
の
第

四
七
・
瓦
Ｏ
次
（
西
）
洲
査
地
内
で
木
倒
・
墨
睛‥Ｌ
器
が
出
Ｌ
し
た
。

ま
た
四
七
次
調
轟
地
に
は
大
海
の
南
岸
に
接
し
て
拜
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四

〇
が
あ
り
、
呪
符
・
墨
占
ヒ
器
が
出
Ｌ
し
た
。

束
西
大
海
Ｓ
Ｄ
四
匸
二
〇
は
坊
の
想
定
心
か
ら
三
六
ｍ
北
の
位
置

に
あ
り
、
総
艮
匸
一〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
束
方
で
は
幅
四
・
八
ｍ
．

深
さ
Ｉ
・
丘
ｍ
で
あ
る
が
、
西
に
向
か
っ
て
次
第
に
深
く
な
り
、
調

査
地
西
端
で
は
幅
一
一
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
八
ｍ
を
測
る
。
東
端
は
南
北

大
清
に
接
統
す
る
が
、
搬
底
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
て
西
流
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
北
岸
は
比
較
的
直
線
的
で
、
当
初
の
姿
を
と
ど
め
て
い

る
と
み
ら
れ
る
が
、
南
岸
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
部
分
が
あ
る
。
堆

積
ヒ
は
Ｆ
か
ら
茶
褐
色
砂
礫
・
肖
灰
色
枯
質
ヒ
・
灰
褐
色
粘
質
七
お

よ
び
淡
い
褐
色
括
質
上
に
分
け
ら
れ
る
。
茶
褐
色
砂
礫
削
は
海
底
に

わ
ず
か
に
残
存
し
、
七
世
紀
代
の
遺
物
を
含
み
、
こ
の
海
の
開
削
が

４



藤
原
宮
期
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
青
灰
色
枯
質

土
は
奈
良
時
代
の
層
で
、
何
度
も
流
路
を
変
え
な
が
ら
流
れ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
が
、
し
だ
い
に
潜
水
す
る
よ
う
に
な
り
。
平
安
時
代

に
な
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

こ
の
溝
か
ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
藤
原
宮
期
の

も
の
は
少
な
く
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
多

い
。
主
な
遺
物
と
し
て
は
、
木
簡
二
瓦
点
、
墨
書
の
あ
る
斎
串
一
点
、

「
香
山
」
の
墨
書
土
器
三
点
な
ど
墨
書
土
器
六
一
点
、
陶
硯
・
緑
釉

獣
脚
硯
・
黒
色
土
器
風
字
硯
・
土
馬
・
製
塩
土
器
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
匕

器
・
鞴
羽
囗
・
パ
ル
メ
ッ
ト
押
捺
文
軒
丸
瓦
・
人
形
・
斎
串
・
刀
子

形
・
馬
形
・
木
針
・
櫛
・
琴
柱
・
鉄
釘
・
和
同
開
珎
が
山
上
し
た
。

木
簡
と
墨
書
の
あ
る
斎
串
は
東
西
大
海
の
う
ち
、
南
岸
に
接
す
る
井

戸
付
近
か
ら
西
の
奈
良
時
代
の
層
か
ら
出
土
し
た
。
霊
亀
三
年
の
年

紀
の
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
他
の
木
間
も
奈
良
時
代
前
半
の
も
の

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

奈
良
時
代
の
香
久
山
西
北
麓
は
木
簡
・
墨
舎
土
器
の
内
容
か
ら
す

る
と
、
養
老
四
年
に
存
在
の
知
ら
れ
る
香
山
正
倉
の
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
り
、
東
四
大
海
Ｓ
Ｄ
四
一
三
〇
は
そ
の
物
資
運
搬
の
た
め
に
利

用
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

東
西
大
沢
Ｓ
Ｄ
四
匸
二
〇
の
南
岸
に
接
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇

4 で

は
、
方
形
成
板
紹
で
、
内
法
一
辺
Ｏ
・
儿
ｍ
あ
り
、
枇
板
は
ず
均
一

二
枚
程
の
こ
り
、
高
さ
三
・
〇
ｍ
内
外
で
あ
る
。
掘
形
は
上
端
が
径

約
六
ｍ
の
不
整
円
形
で
、
底
部
は
一
辺
一
・
ヒ
ｍ
内
外
の
方
形
と
な

る
。
深
さ
は
三
・
六
ｍ
あ
る
。
井
戸
枠
内
か
ら
は
呪
符
】
点
の
他
、

墨
書
土
器
三
一
点
、
上
師
器
・
須
恵
器
・
黒
佰
］卜
‥器
・
瓦
・
鎌
・
環

状
鉄
製
品
・
鉄
釘
・
小
環
付
企
銅
製
細
棹
・
無
文
銀
銭
・
和
同
開
珎

等
が
出
Ｌ
し
た
。
上
器
は
最
ド
層
か
ら
飛
鳥
Ⅳ
か
ら
嘔
城
寓
Ⅲ
段
階
、

ド
川
か
ら
嘔
城
宮
Ⅲ
段
階
、
巾
川
か
ら
嘔
城
宮
Ⅳ
段
階
、
上
川
か
ら

は
九
附
紀
～
十
世
紀
初
頭
の
も
の
が
出
Ｌ
し
た
。
呪
符
は
最
下
層
か

ら
で
あ
り
、
墨
書
卜
ぷ
心
の
人
部
分
は
下
層
か
ら
の
出
十
で
あ
る
。

藤
原
宮
第
五
四
－

一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
区
）

一
九
八
七
年
四
月

本
洲
占
地
は
藤
川
京
左
京
六
条
三
坊
西
北
坪
の
朿
南
部
に
当
た
り
、

弟
斤
Ｏ
次
（
西
）
調
査
地
の
西
約
二
〇
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。
南
北
一

二
・
八
ｍ
、
東
西
三
ｍ
の
調
在
区
で
、
而
積
は
三
八
㎡
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
第
凡
○
次
調
査
地
よ
り
続
く
東
西
人
膚
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
で
あ
る
が
、
想
定
位
置
よ
り
約
一
〇
ｍ
北
で
南
岸
を
険
出
し

た
の
で
、
こ
の
地
点
と
第
五
○
次
調
査
地
と
の
間
で
膚
が
屈
曲
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
調
介
地
の
関
係
で
搬
の
南
岸
か
ら
北
二
・
六
ｍ

-５



ま
で
検
出
し
た
だ
け
で
北
岸
に
逹
し
て
い
な
い
。
深
さ
は
Ｉ
・
六
ｍ

で
、
堆
積
は
三
削
あ
り
、
巾
咽
の
占
灰
色
粘
Ｌ
か
ら
木
簡
一
点
が
出

土
し
た
。
そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
上
層
か
ら
パ
ル
メ
ッ
ト
抑
捺
文

軒
蔘
瓦
、
下
層
か
ら
四
天
王
寺
系
丸
瓦
等
が
出
土
し
て
い
る
。

橘
寺
一
九
八
六
一

一
次
調
査
（
５
Ｂ
Ｔ
Ｂ
－
Ｂ
区
）

一
九
八
六
年
九
月
～
一
一
月

本
調
査
地
は
明
日
呑
村
大
字
橘
に
あ
る
橘
寺
の
北
酉
約
一
ヒ
Ｏ
ｍ

の
地
点
で
、
橘
寺
と
そ
の
北
に
位
一吐
す
る
川
原
寺
と
の
旧
境
界
と
考

え
ら
れ
る
里
道
の
南
側
で
あ
る
。
調
査
地
は
朿
西
二
か
所
に
分
れ
、

而
積
は
一
六
〇
㎡
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
朿
四
倔
立
哇

塀
と
そ
の
北
雨
落
溝
、
朿
西
築
地
塀
と
そ
の
雨
落
溝
、
Ｌ
坑
等
で
あ

る
。
遺
構
は
大
別
し
て
Ｉ
期
（
ヒ
既
紀
後
半
）・
ｕ
期
（
八
皀
紀
巾

頃
）・
ｍ
期
（
巾
皀
）
の
三
時
期
に
区
分
で
き
る
。

Ｉ
期
は
東
西
知
立
住
塀
と
そ
の
北
雨
藩
溝
で
、
掘
立
注
解
は
朿
区

で
二
間
分
、
西
区
で
一
間
分
を
眺
認
し
、
一
圧
問
分
が
復
原
で
き
る
。

雨
落
溝
は
塀
心
か
ら
三
ｍ
北
に
あ
る
素
掘
り
溝
で
あ
る
。

ｎ
期
は
土
坑
で
、
朿
西
四
・
五
ｍ
．
南
北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
｝
・

五
ｍ
あ
る
。
炭
灰
や
礫
を
多
は
に
含
む
黒
灰
土
と
、
木
材
片
や
木
葉

を
大
量
に
含
む
茶
褐
色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、
一
度
に
埋
め
ら
れ
た

i ゛

ら
し
い
。
上
Ｅ
・
瓦
・
材
木
片
・
木
簡
・
薪
の
燃
え
さ
し
・
鉄
鎌
な

ど
の
金
鳩
製
品
・
獣
骨
等
が
出
上
し
、
造
営
工
小
の
廃
材
や
塵
芥
を

投
東
し
た
ゴ
ミ
捨
て
穴
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
匕
坑
や
Ｕ
期
整
地
層

か
ら
出
ヒ
の
瓦
は
川
原
寺
創
建
瓦
を
含
む
七
皀
紀
後
半
の
も
の
、
土

罸
は
藤
原
宮
期
か
ら
奈
良
時
代
中
頃
の
も
の
で
あ
る
。
中
に
「
山
」

「
凵
月
」
と
記
し
た
墨
占
上
器
が
あ
る
。
木
簡
は
九
点
出
ヒ
し
た
。

Ⅲ
闡
は
東
西
塀
か
ら
儿
・
瓦
ｍ
北
に
設
け
ら
れ
た
築
地
堺
と
そ
の

北
田
落
溝
、
上
坑
等
で
あ
る
。
築
地
は
捐
底
部
幅
三
ｍ
、
残
存
高
約

丘
Ｏ
ｍ
で
、
築
地
本
体
は
削
平
さ
れ
て
い
た
。
雨
落
溝
は
築
地
の
北

二
ｍ
に
あ
り
、
深
さ
Ｉ
・
二
ｍ
、
復
原
幅
二
ｍ
で
。
鎌
倉
時
代
～
室

町
時
代
叨
期
の
ｈ
器
・
瓦
が
大
量
に
出
土
し
た
。
こ
の
築
地
は
以
前

確
・認
し
て
い
る
橘
寺
北
限
の
築
地
塀
の
西
延
長
部
で
。
今
回
北
門
心

か
ら
一
斤
四
ｍ
分
確
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
西
限
は
さ
ら
に
西
に
延

び
る
。
築
地
基
底
部
山
上
の
遺
物
か
ら
み
て
、
前
身
の
築
地
が
あ
っ

た
と
し
て
も
八
皀
紀
中
頃
以
前
に
は
さ
か
の
ぽ
り
え
な
い
。
そ
れ
以

前
は
南
の
朿
西
塀
が
北
限
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
塀
や
築
地
は
川
原
寺
の
伽
藍
方
位
に
一
致
し
、
辿
物
の

上
で
も
同
寺
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
、
古
代
に
お
い
て
は
橘

寺
の
北
限
は
、
官
の
大
寺
で
寺
勢
が
盛
ん
で
あ
っ
た
川
原
寺
の
強
い

彫
響
Ｆ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

６



和
田
廃
寺
第
三
次
調
査
（
５
Ｂ
Ｗ
Ｄ
－
Ｇ
・
Ｋ
区
）

一
九
八
六
年
一
〇
月
～
一
一
月

本
調
衣
地
は
橿
原
市
和
………町
に
所
在
し
、
古
代
の
山
剛
道
の
後
身

か
と
推
定
さ
れ
る
県
道
橿
原
神
宮
東
口
停
車
場
線
の
北
側
に
接
す
る

水
田
で
あ
る
。
第
二
次
調
査
で
倹
出
し
た
塔
跡
（
大
野
塚
）
の
東
南

約
匸
一
〇
ｍ
に
当
た
り
、
寺
域
東
南
部
の
状
況
と
藤
原
京
朱
雀
大
路

お
よ
び
山
旧
道
と
の
関
辿
の
解
明
な
ど
を
目
的
と
し
て
調
査
し
た
。

調
査
地
は
南
北
二
地
区
に
分
れ
、
面
積
は
一
一
四
五
㎡
で
あ
る
。

北
区
は
全
体
が
東
南
か
ら
西
北
へ
の
流
路
内
と
み
ら
れ
、
弥
生
時

代
か
ら
中
匣
の
遺
物
ま
で
混
じ
り
あ
っ
て
お
り
、
そ
の
ド
限
は
匸
二

皀
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
占
墳
時
代
卜
心
む
や
中
皀
の
上
器
類
は
多
ほ

に
出
土
し
た
が
、
藤
原
宮
期
、
奈
良
時
代
の
上
器
・
瓦
は
少
な
い
。

他
に
る
つ
ぼ
・
鞴
羽
囗
・
鉱
滓
な
ど
鋳
造
関
係
の
避
物
、
滑
石
製
行

孔
円
盤
一
点
、
延
喜
通
宝
一
点
、
木
簡
二
点
が
出
上
し
た
。
木
簡
は

古
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
巾
皀
遺
物
と
共
に
出
丸
し
た
の
で
、
は
っ

き
り
し
た
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。

南
区
で
は
東
西
長
九
ｍ
計
一
一
個
の
中
皀
の
立
石
列
を
検
出
し
た
。

現
県
道
が
「
山
田
道
」
を
踏
襲
し
て
い
る
な
ら
ば
、
巾
吐
の
「
山
Ⅲ

道
」
の
北
路
一月
の
護
岸
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
ま
た
西
に
存
在
す
る

薬
師
堂
の
前
身
遺
柵
と
も
考
え
ら
れ
る
。

石
神
遺
跡
第
五
次
調
査
（
６
Ａ
Ｍ
Ｄ
－
Ｔ
Ｋ
）

一
九
八
丑
年
匕
月
～
一
九
八
六
年
二
月

本
調
査
地
は
明
日
呑
村
飛
鳥
の
飛
鳥
寺
の
西
北
約
三
〇
〇
ｍ
に
当

た
り
、
面
積
は
九
六
〇
㎡
で
あ
る
。
石
呻
辿
跡
は
い
わ
ゆ
る
須
弥
山

石
や
石
人
像
が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
斉
明
朝
の
饗
宴
施
設
で

は
な
い
か
と
い
う
想
定
で
昭
和
瓦
十
六
年
以
来
調
杏
を
継
続
し
、
斉

明
朝
か
ら
藤
原
宮
朗
に
及
ぶ
建
物
・
塀
・
石
敖
・
石
組
溝
・
井
戸
な

ど
の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
多
数
の
遺
構
が
密
集
し
、

し
か
も
か
な
り
の
広
が
り
を
持
つ
ら
し
く
、
ま
た
短
期
間
に
多
く
の

変
迷
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
範
囲
や
具
体
的

な
性
格
の
確
認
に
至
る
に
は
な
お
時
日
が
必
要
で
あ
る
。

第
八
次
調
査
に
お
い
て
も
ヒ
匣
紀
中
頃
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
至
る

時
朗
の
避
構
の
内
容
と
変
遷
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
状

況
は
同
じ
で
あ
る
。

本
調
査
に
お
い
て
は
、
藤
原
宮
期
と
み
ら
れ
る
素
掘
り
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
六
四
〇
か
ら
ヘ
ラ
占
き
銘
の
あ
る
須
恵
器
壺
一
点
が
出
七
し
た
。

こ
の
溝
は
幅
二
ｍ
、
深
さ
三
〇
？
四
〇
四
あ
り
、
朿
に
一
一
ｍ
距
て

て
並
行
す
る
同
規
模
の
溝
が
あ
る
の
で
、
南
北
道
路
の
側
溝
の
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
搬
の
造
物
は
犬
武
朝
か
ら
藤
原
宮
期
ま
で
の
も
の

を
含
ん
で
い
る
。

７



藤
原
宮
第
四
八
－
三
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｂ
－
Ｒ
区
）

一
九
八
六
年
四
月
～
瓦
月

本
調
査
は
藤
原
宮
大
極
殿
の
東
北
約
三
〇
〇
ｍ
の
東
方
官
衙
の
一

画
で
お
こ
な
っ
た
。
面
積
は
三
〇
二
㎡
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
宮
期
の
掘
立
哇
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ

四
八
六
〇
で
、
桁
行
六
間
以
上
、
梁
行
二
間
以
上
と
み
ら
れ
る
建
物

の
西
妻
往
と
南
側
哇
筋
の
七
個
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
哇
掘
形
は
一

辺
約
一
・
三
ｍ
’‘二
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
の
不
整
隅
丸
方
形
で
、
住

根
や
往
痕
跡
の
残
る
も
の
と
、
柱
抜
取
穴
の
あ
る
も
の
と
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
掘
形
の
底
か
ら
墨
書
の
あ
る
須
恵
器
皿
が
出
土
し
た
。

な
お
南
側
往
か
ら
南
へ
三
・
一
ｍ
距
て
て
小
哇
穴
が
柱
筋
を
揃
え
て

並
び
、
広
縁
風
の
露
台
の
可
能
性
か
お
る
。

こ
の
他
の
遺
構
と
し
て
は
藤
原
宮
に
先
行
す
る
四
条
条
間
路
と
そ

の
側
溝
、
古
墳
時
代
の
掘
立
往
建
物
な
ど
が
あ
る
。

二
、
凡
例

日
　
口
絵
写
真
の
う
ち
木
簡
は
同
一
縮
尺
で
あ
る
が
、
墨
書
土
器
等

は
大
小
の
差
が
大
き
い
た
め
縮
尺
は
考
慮
外
と
し
、
文
字
部
分
だ
け

の
写
真
を
掲
げ
た
も
の
も
あ
る
。
法
量
も
特
に
示
さ
な
か
っ
た
。

口
　
釈
文
は
出
土
避
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内
容

分
頬
に
よ

っ
て
、
文
眈
。
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
の
を
原

則
と
し
た
。

目
　

雌
上
段
に
出
上
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
″
べ
″
卜
・

数
字
）、
次
の
段
に
現
在
避
存
の
形
態
を
。小
す
型
式
侑
号
を
記
し
た
。

型
式
乕
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
本
研
究
所
で
は
聖
式
番
号
は

四
桁
の
数
字
を
川
い
る
か
、
本
概
報
で
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
竹

き
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。
な
お
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に

お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

呂
】
｝
型
式
　

長
方
形
の
材
の
も
の
。

呂
Ｓ
型
式
　

長
方
形
の
材
の
側
而
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

６
０
１
９
型
式
　

一
端
が
方
頤
で
。
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て

原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
　
･　６
０
３
２
　
･　６
０
５
１

型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

６
０
２
１
型
式
　

小
形
矩
形
の
も
の
。

６
０
２
２
型
式
　

小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

６
０
３
１
型
式
　

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

の
。
方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

否
Ｓ
型
式
　

艮
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

の
。

６
０
３
３
型
式
　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他

８ －-



｜嵋
丶

端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
３
９
型
式
　

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

他
端
は
折
損
、
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た

も
の
。
原
形
は
６
０
３
１
　
･　６
０
３
２
　
･　６
０
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か

と
推
定
さ
れ
る
。

呂
５
１
型
式
　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
昭
型
式
　

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折

損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原

形
は
６
０
３
３
　
･　６
０
５
１
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

呂
２
型
式
　

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
舎
の
あ
る
も
の
。

呂
呂
型
式
　

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

呂
２

型
式
　

折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し

な
い
も
の
。

呂
巴
型
式
　

削
屑
。

四
　

釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

ζ
　

ζ
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍

に
付
し
た
。

■
■
　

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

口
口
口
　

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

目

口
」
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

９

謇

り
レ

χ

で

‘
匆

‐
、
’・
。χ

‐
。
こ

４
り
β

７

．
ｊ

ａ

’１
１‐

冂

凵

凵

冂

（

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も
一
字
以
上

の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

「
　
　

」
　
異
筆
、
追
筆
。

「
　
　
　

合
点
。

・
　
　
　

木
簡
の
表
嚢
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

ヵ
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

〔
　
　

〕
　
校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文

字
を
含
む
も
の
。

（
　
　

）
　
右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。

圃
　
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を

示
す
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、

現
存
部
分
の
法
ほ
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・
幅
は
木
簡

の
字
の
方
向
に
よ
る
。

内
　
釈
文
の
上
に
付
し
た
括
弧
付
き
数
字
は
図
版
一
に
、
朱
印
は
図

版
二
に
写
貞
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

９
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